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1. はじめに

2024 年 1 月 1 日, 石川県能登地方を震源とするマグニチュード 7.6 の地震が発生した. この地震に

より能登半島全域において斜面崩壊が発生し, 道路の寸断や家屋倒壊等の被害が発生した. 能登半島

北東部にあたる輪島東～珠洲地区では, 特に集中して崩壊が発生した. 図 1 に輪島東～珠洲地区にお

ける 5 万分の 1 地質図幅 1)に地震で発生した斜面崩壊の発生域を重ねて示す. 新第三紀流紋岩質火砕

岩の分布する粟蔵層, 珪質シルト岩の分布する飯塚層, デイサイト質火砕岩の分布する宝立山層で崩

壊が多発し, 粟蔵層, 飯塚層では大規模な斜面崩壊が複数箇所で発生した.  

過去に発生した大規模な地震性斜面崩壊として, 堆積岩地域において層すべりを引き起こした 2004

年中越地震 2)や, ハロイサイト化した第四紀降下火砕物層の崩壊が発生した 2016 年熊本地震 3), 2018

年胆振東部地震 4)が挙げられる. しかし, 新第三紀の火砕岩分布地域おける地震性斜面崩壊の報告例

はほとんどないため, 今回の地震により生じた斜面崩壊に対して地質学的な関連性を考察することは

重要である. 本報告では, 粟蔵層（流紋岩質火砕岩）分布域で発生した大規模な斜面崩壊の地形・地質

的特徴を明らかにし, それに基づいた崩壊メカニズムに関して考察を行う.  

図 1 輪島東～珠洲地区における地質と崩壊分布 

2. 調査地域

今回調査を行った大規模崩壊地は, ①珠洲市真浦町逢坂トンネル ②輪島市町野町大久保～珠洲市

若山町北山の 2箇所である（図 1）. 逢坂トンネルで発生した崩壊は北部に分布する粟蔵層（流紋岩質

火砕岩）の分布域にあたる. 大久保～北山で発生した崩壊は粟蔵層（流紋岩質火砕岩）と法住寺層（珪

質シルト岩）の境界にあたり, 粟蔵層は法住寺層を整合に覆うとされる 5).  
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3. 結果・考察

3.1 真浦町逢坂トンネル 

珠洲市真浦町逢坂トンネル坑口上の斜面で発生した大規模な斜面崩壊は, 発生域の幅が約 150 m, 

面積が約 47,175 m2であり, 大量の崩積土や倒木により道路やトンネル坑口が遮断された. 

図 2 に, 当該箇所周辺の発災前の 1mDEM6)より判読した不安定地形と, 発災後の空中写真 7)より判

読した崩壊発生域を示す. 発災前の斜面には複数の明瞭な旧地すべり地形や段差地形が認められ, 非

常に不安定な地形を呈する. 今回の地震による崩壊は, 旧地すべり地形の移動体上で発生したと推定

される.  

図 2 逢坂トンネル坑口上斜面における空中写真及び不安定地形 

本地域は流紋岩岩片を含む凝灰岩～火山礫凝灰岩が分布し, 一部は軽石を含む. 層理面が明瞭であ

り, その走向はおおよそ東西方向で, 20°前後南に傾斜する.しかし, 滑落崖においては層理面の走向傾

斜が変動し, 一部は堆積構造が不明瞭であった. 滑落崖の北西部と南東部では崩壊形態に違いが見ら

れた. 北西部では, 固結度の高い岩盤が分布しており, その堆積構造は不明瞭である（図 3）. 一方南

東部では, 層理面を有する比較的固結度の高い岩盤と粘土質な層が混在する. 滑落崖が明瞭であり, 

北東に傾斜する固結度が高い層の層理面が滑落崖に対して受け盤構造を呈する. また, 層理面に対し

て高角度に複数の節理が発達し, 節理面と層理面に沿って岩盤が後方回転する様子が確認された.  

図 3 逢坂トンネル坑口上斜面の崩壊地における滑落崖 

今回の地震により形成された滑落崖における受け盤構造や変形構造は, 旧地すべり地形の形成時に

移動体が後方回転したことで形成されたと考えられる. 図 4 に逢坂トンネルにおける崩壊の推定断面
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図を示す. 発災前 6)及び発災後 8)に取得された DEMデータより断面図を作成した. 今回の地震による

崩壊は, 旧地すべり地形の移動体の一部が再滑動したことによると考えられる.  

図 4 逢坂トンネル坑口上斜面の推定崩壊断面図 

3.2 町野町大久保～若山町北山 

大久保～北山で発生した斜面崩壊は最大幅が約 800 m, 発生域の面積が 312,830 m2と今回の地震に

よる斜面崩壊の中で最大規模である. 

図 5 に, 当該箇所周辺の発災前の 1mDEM6)より判読した不安定地形と, 発災後の空中写真 7)より判

読した崩壊発生域を示す. 発災前の斜面には複数の明瞭な旧地すべり地形や段差地形が分布する. 今

回の地震による崩壊は, 複数の地すべり地形を跨ぐ形で発生し, 滑落崖の最上部は尾根を越えた. 

図 5 大久保～北山における空中写真及び不安定地形 

 当該崩壊地は, 主に粟蔵層である流紋岩質火砕岩の分布域とされるが, 滑落崖には珪質シルト岩が

分布しており, 粟蔵層の下位の法住寺層に相当すると考えられる（図 6）. 滑落崖東部の珪質シルト岩

の層理面の走向はおおよそ東西方向であり, 南へ 20°前後傾斜し, 滑落崖に対し流れ盤構造を示す. ま

た, 滑落崖の岩盤の一部は変形し, 構造が不明瞭であった. 岩盤には層理面に対し様々な方向に多数

の節理が発達し, 層理面と節理面による平滑面が形成されている. 崩積土中には, 珪質シルト岩の転

石及び粟蔵層である凝灰岩の転石が分布する. 複数の珪質シルト岩転石の層理面にはスリッケンライ

ンが確認され, 層理面に沿って岩盤が滑動したと考えられる（図 6）.  

 崩壊地の南の対岸斜面では, 粟蔵層と推定される流紋岩岩片を含む軽石質凝灰岩～凝灰角礫岩が分

布する. 堆積構造は明瞭であり, 層理面の走向はおおよそ東西方向で, 南に 20°前後傾斜し, 珪質シル

ト岩の層理面の方向と調和的であった.  
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図 6 大久保～北山の崩壊地における滑落崖及び転石 

 図 7 に大久保における地震発生前後の推定断面図を示す. 大久保における大規模崩壊は旧地すべり

地形の移動体が再滑動したことで発生し, 地すべり範囲が拡大して，崩壊範囲が尾根部を超えたと考

えられる. 転石の分布より, 崩壊前の斜面には珪質シルト岩（法住寺層）と凝灰岩（粟蔵層）が分布し

ていたと考えられる. 珪質シルト岩の層理面におけるスリッケンラインより, すべり面はシルト岩の

層理面であると考えられる. また, 岩盤に発達する節理も崩壊に寄与した可能性が高い. 

図 7 大久保～北山斜面の推定崩壊断面図 

4. まとめ

令和 6 年能登半島地震で粟蔵層において発生した大規模な斜面崩壊について調査を行った. 逢坂ト

ンネル坑口上斜面では流紋岩質火砕岩における旧地すべり地形が再滑動し, 移動体の一部から崩壊し

たと考えられる. 大久保～北山の斜面では, 粟蔵層の下位の法住寺層である珪質シルト岩をすべり面

として旧地すべり地形が再滑動したことで崩壊が発生し, 地すべり範囲が拡大したと考えられる.  
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